上った 小学校 を 見せて やりた くもあった ので、 一人で 

ときどき 来て いる 京阪の 土地 にもかかわらず、 この度 

は 案内 役の ことと て 気骨 も 折れた。 

定雄 夫妻 は 宿を定 雄の 姉の 家に した。 翌日 は 姉の 子 

供の 娘 一人と 定 雄の 子供の 長男 次男と、 それに 定雄夫 

妻に 姉、 総勢 六 人で 父母の 骨 を 納めて ある 大 谷の 納骨 

堂へ 参った。 すでに 父母 は 死んで いると はいえ、 定雄 

は 子供 を 見せに 堂へ 行く の は 初めての ことと て 反り を 

打 つた 石橋 を 渡る 襟首に 吹き つ ける 風 も 穏やかに 感ぜ 

られ た。 彼 はま だ 二つに よりなら ぬ 次男の 方 を かかえ 

て、 もう 盛り をす ぎた 紅梅 を w ぎながら 石段 を 登 つ た。 



美しい と 定雄は 思った。 

「見なさい。 飛行機に 乗る と 丁度 こんな だ」 と 定雄は 

清の 肩を摑 まえて 云った。 

終点で 降りてから 頂上へ 出る 道が 二つに 別れて いた 

ので、 定雄は 先き に 立って 広場の 中 を 突きぬ けて 行く 

と、 道 は 林の 中へ 這 入って しまって だんだんと 下りに 

なった。 

「こり やお かしい。 間違った ぞ」 

定雄は 道 を 訊き 正そう にも 通行人が いない ので また 

後 へ 引き返した。 千 枝 子 は 常常から 京大 阪 なら ど ^ J で 

も 知っている 顔つきの 定 雄の 失敗に、 



乗り 工合が 飛行機 に似ていた。 

「この 方が 飛行機 に似てい るよ」 

「 マ J れ なら 気持ちが いいけ ど、 ケ— ブ ル は 何んだ か い 

や だ わ」 

そう 云う 千 枝 子に 抱き かかえられ ている 清 は、 

「ほら ほら、 また 来た」 と 突然 叫んで 前方 を 指差した。 

見る と 向う から 新しく 仕立てて 来た 車が、 こちら を 

向って 浮いて 来た。 皆が しばらく 口 を ぼんやり 開けて 

その 車の 方 を 面白そう に 眺めて いた。 すると その 途端 

に、 中継の 柱のと ころで、 急に ごとり と 車体が 一 度ず 

り 下った。 一 同 は 息の根 をと めて 互に 額 を 見合した が、 



中継の 柱が 行きす ぎた 車の 後方に 見える と、 初めて 納 

得したら しくまた 急に 声 を 上げて、 あれ だ あれ だと 

云って 笑い出した。 しかし、 その ときにはもう 新しく 

前方から 来た 車 は、 皆の びっくり している 顔の 前 を 行 

き 過ぎて いたので、 双方の 車 は 安心の あとの 陽気な 気 

てぬぐい 

持ちで、 互に 手拭 を 振り 合って 一層 前より はしゃいだ。 

車 を 降りて 初めて 地 を 踏んだ とき、 清 は 大きな 声で、 

r 恐かった ね、 さっき、 ごとり つてい うんだ もの。 僕、 

落っこち たかと 思った」 と 千 枝 子に 云った。 

すると、 車 を 降りてから もうず つと 前方 を 歩いて い 

る 人人まで、 振り返つ てまた どっと 笑い出した。 



こん ぼんち 3 うどう 

頂上の 根本 中堂まで はま だ 十八 町 も あると いうの 

で、 駕籠 を どうかと 定雄は 思った が、 千 枝 子 は 歩きた 

いと 云った。 駕籠 かき はしき りに 雪 解の 道の 悪さ を 説 

明しながら 三人の 後 を 追って 来て やめなかった。 しか 

し、 定雄も 千 枝 子 も 相手に せず 歩いて 行く と、 なる ほ 

ど 雪 は 草履 を 埋める ほど の 深さ で どこ ま でも 延び て い 

た。 

「どう だ、 乗る か」 とまた 定雄は 後 を 振り返った。 

「歩きましょう よ。 こんなと きで も 歩かなければ、 何 

しに 来たの か 分らない わ」 と 千 枝 子 は 云った。 

定 雄に は、 道 は どこまでも 平坦な こと は 分って いた 



ほお 

がら 渡って いった。 ひやり と 肌寒い 空気の 頰 にあた つ 

うぐ いす 

て 来る 中で、 鶯 がしき りに 羽 音を立てて 鳴いて いた。 

でんぎ ようだいし 

定雄は 歩きながら も、 伝教 大師が 都に 近い この 地に 本 

こ-つぼ-つ 

拠 を 定めて 高野山の 弘法と 対立した の は、 伝教の 負け 

だと ふと 思 つ た。 これで は 京に あまり 近す ぎる ので、 

善かれ悪しかれ、 京都の 影響が 響き すぎて 困る にち が 

いないの である。 そこへ いくと 弘法の 方が 一段 上の 戦 

略 家 だと 思った。 定雄は 高野山 も 知ってい たが、 あの 

地 を 選んだ 弘法の 眼力 は 千年の 末 を 見つめて いたよう 

に 思われた。 もし 伝教に 自身の 能力に 頼る よりも、 自 

すぐ 

然に 頼る 精神の 方が 勝れて いたなら、 少く ともこ こよ 



り 比 良 を 越して、 越 前の 境に 根本 中堂 を 置くべき で 

あつたと 考えた。 もしそう するなら、 京から は 琵琶湖 

しゅ-つ しゅ-つ 

の 舟 楫と 陸路の 便と を 兼ね備えた 上に、 背後の 敵の 

三 t 井寺 も 眼中に 入れる 要はな いので あつ た —— 。 

こういう ような 夢想に 耽って 歩いて いる 定 雄の 頭の 

上で は、 また 一層 鶯の 鳴き声が 旺ん になって 来た。 し 

かし、 定雄は それに は あまり 気附 かなかった。 彼は自 

身に 頼る 伝教の 小乗的な 行動が、 いま 現に、 まだ どこ 

まで 続く か 全く 分らぬ 雪の 中 を、 駕籠 を 捨てて 徒歩で 

歩き 抜， J うとして いる 妻の 千 枝 子と 同様 だ と 思った。 

それなら 今の 自分 は 弘法の 方であろう か。 こう 思う と • 



「負って もらえ 負って もらえ」 と 定雄は 云った。 

「だって、 もうす ぐなん でしよう」 と 千 枝 子 は 婆さん 

たず 

/V 1 一 11 口 ねた。 

「まだまだあります え。 安う お負けし ときます がな。 

二十 銭で いきます わ。 どうせ 帰ります の やで、 一 つ 負 

わして おくん な はれ」 

あくまで 擦りよ つて 歩いて 来る 婆さんに、 千 枝 子 も 

根負けが したら しく、 

「清ち やん、 どうす る。 おんぶして 貰う？」 と 訊ねた- 

「僕、 歩く」 と 清 は 云って 婆さんから 身 を 放した。 

こんな ときには、 長く 一人 児だった 清 はいつ も 母親 



きま 

の 方の 味方 をす るに 定 つていた。 

「あなた 坂 本まで 帰 るんで すの」 と 千 枝 子 は 婆さんに 

1ー11 口 44. J/ 

「ええ、 そうです。 毎日 通って ますの や」 

「おんぶして 貰う 人ありまして、 こんなと こ？」 

「このごろ は あんまりお へ ん どすな。 毎日 手 ぶら どす 

え」 と 婆さん は 云った が、 もう 清 を 負う の は 断念した 

のんき 

らしく、 旅の 道連れと いう 顔つきで 千 枝 子と 暢気に 並 

んで 歩き 出した。 

定雄は 傾き かかった 気持ち もよう やく 均衡の 取れて 

来る の を 感じた。 しかし、 清 は 母と 父と が 自分の こと 



ぶ 彼の 孤独な 心理に ついて 考えて みた。 伝教 とて 一 山 

しゅじよ-つ 

を ここに 置く 以上 は、 衆生 済度の 念願 もこの あたり 

さび 

の 淋し さの 中で は、 凡夫の 心頭 を 去来す る 雑念と さし 

はず 

て 違う 害 は あるまい と 思われた。 しかし、 そのと き、 

定 雄の 頭の 中には、 京都 を 見 降ろし、 一 方に 琵琶湖の 

景勝 を 見 降ろす この 山上 を 選んだ 伝教の 満足が 急に 

分った ように 思われた。 それに ひきかえて、 今の 自分 

の 満足 は、 ただ 何事 も 考えない 放心の 境に 入る だけの 

満足で 良い ので あるが、 それ を 容易に 出来ぬ 自分 を感 

じる と、 一 時 も 早く 雪路を 抜けて 湖の 見える 山 面へ 廻 

りたかった。 



「まァ 大きい わね。 わたし、 琵琶湖って こんなに 大き 

いもんだ と は 思わなかった わ。 まァ、 まァ」 と 千 枝 子 

は 云った。 

定雄も 久しく 見なかった 琵琶湖 を 眺めて いたが、 少 

年期に ここから 見た 琵琶湖よりも、 色彩が 淡く 衰えて 

からさき 

いるよう に 感じられた。 殊に 一 目で それと 知れた 唐 崎 

の 松 も、 今 は 全く 枯れ 果てて どこが 唐 崎 だか 分らな 

かった。 しかし、 京都の 近郊と して 一 山 を 開く に は、 

いかにも こ， J は 理想的な 地 だと 思 つ た。 ただ 難点 は あ 

まりに ここ は 理想的で ありすぎ た。 もしこう いう 場所 

せんぼう しっし しずま 

を 占有したなら、 周囲から 集る 羨望 嫉視の 鎮る 時機 



れ 込んだ リアリスティックな 精神 は、 すべて、 重心 は 

ろ-つし 

下へ 下へ と 降すべし と 説いた 老子の 精神と 似通って い 

ると ころが あるよう に 思われた。 

しかし、 それにしても、 定雄は 琵琶湖 を 脚下に 見 降 

ろしても、 まだ 容易に 放心 は 得られそう にもなかった。 

伝教 とて、 時の 政府 を 動かす ことに 夢中になる 以上に、 

しょせん 

所詮 は 放心 を 得ん として 中心 を この 山上に 置いた にち 

がいないで あろうが、 それなら、 それ は 完全な 誤りで 

くぼち 

あつたの だ。 定雄は 根本 中堂が 広場より 低い 窪地の 中 

ちょうぼう き 

に 建てられて、 眼下の 眺望 を 利かな くさせて 誤魔化 

して あるの も、 苦慮の 一 策から 出た ので あろうと 思つ 



せる と、 もう 疲れで 膨れて いた 清 も 急に にこ つき出し 

て 自分 も 吹いた。 歩く 後から 迫って 来る のか、 鶯の声 

は 湧き上る ように 頭の 上で しつづけた。 

定雄は 吹く 度に だんだん 上達す る 笛の 面白さに しば 

らく 楽んで 歩いて いると、 清 も 両手の 笛 を 替る替 る 吹 

こずえ すべ はんてん 

き 変えて は、 木の 梢から、 U り 流れる 日光の 斑点に 顔 

を 染めながら、 のろのろと やって来た。 

「まるで 子供 二人 つれて 来たみ たいだ わ。 早く いらつ 

しゃいよ」 

千 枝 子 は 清の 来る の を 待って 云った。 清 は 母親に 云 

われる 度に 二人の 方へ 急いで 馳 けて 来たが、 またす ぐ 



立ち 停った。 道が 樹 のない 崖 際に つづいて 鶯の声 もし 

なくなる と、 今度 は 清と 定雄 とが 前と 後と で 竹 笛 を 鳴 

き 交せて 鶯の 真似 をして 歩いた。 そのうちに 清 もい つ 

の 間に か 上手に なって、 

「ケ キヨ、 ケ キヨ、 ホ— ケッ キヨ」 

とそん な 風な ところまで 漕ぎつ ける ようにな つ て 来た _ 

「あ 奴の 鶯は まだ 子供 だね。 俺の は 親鳥 だぞ。 お前 も 

一 つやって みない か」 

定雄は 笑いながら 千 枝 子に そう 云って、 

「ホ —、 ホケ キヨ、 ホ ー、 ホケ キヨ」 とやる ので あつ 

た。 
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